
入院調整本部ほか
医療統括

茨城県医療統括監 安田 貢
（独立行政法人国立病院機構水戸医療センター

救命救急センター長）



活動目的

＊医療崩壊を回避

①入院調整本部の活動（こころのケアなど）

②緊急疾患対策（コロナ陽性者、疑い、非コロナ患者）

③病院前救護体制



①入院調整本部の活動
概況

メンバー：医療統括監 安田（水戸医療センター）
ロジスティクス２名
県関係課職員（保健福祉部厚生総務課，疾病対策課，医療政策課他）

経緯： 4月3日（金）Kick-offミーティング
4月6日（月）メンバー会議 ロジメンバー選考
4月8日（水）入院患者・陽性者の情報整理⇒県全体像把握
4月9日（木）小児・周産期・精神・透析の対策検討

⇒4月16日（木）小児・周産期分科会で決定
4月13日（月）調整本部会議 週1回→2回（月・木）へ
4月14日（火）宿泊療養開始（つくば）



a. 重症班 班長：井上貴昭 筑波大学 救急集中治療教授
9病院

救命救急センター等：筑波大学附属病院、日立総合病院、水戸医療センター
水戸済生会総合病院、筑波メディカルセンター病院
茨城西南医療センター病院、土浦協同病院、
東京医科大学茨城医療センター、茨城県立中央病院

活動内容：4月2日（木）オンライン会議（毎週1回）午後7時30分～
戦力確認（ECMO、呼吸器、症度）とグループ分類

b.  軽症班 班長：阿竹茂 筑波メディカルセンター病院
活動内容：宿泊療養対応等（療養開始を受け4名医師で相談オンコール体制）

c. 心のケアチーム



茨城県新型コロナウイルス感染症対策協議会入院調整本
部

入院調整本部

Stage-１ Stage-2 Stage-3 Stage-2

宿泊療養

軽症者原則宿泊療養
（厚労省通知）

軽症者自宅or宿泊療養
（厚労省通知）



②緊急疾患対策（コロナ陽性者及び疑い患者）
a.脳卒中

疾患コーディネーター：松丸祐司 筑波大学 脳卒中講座教授
活動内容
4月19日（日）オンライン会議
4月20日（月）日本脳卒中学会１次脳卒中センター

（県内23病院）を使用
IoTで情報共有

コンサルタントドクター2名
b.心疾患

疾患コーディネーター：武安法之 県立中央病院 循環器センター長
活動内容：
4月19日（日） オンライン会議
4月25日（土） 各病院関調査中間報告
5月2日（土） 県内21病院でネットワーク構築中
※IoT情報共有ツールの使用は現時点でなし



③病院前救護体制
a.消防救急関係

関係部局：
メディカルコントロール

（事務局：防災・危機管理部消防安全課）
＊県救急業務高度化推進協議会

（会長：諸岡医師会長）
県メディカルコントロール検討専門委員会
（委員長：安田）

⇒4月27日（月）臨時委員会を開催（オンライン）
し，委員長に一任

i）病院前COVIDｰ19危険度評価20200420
運用：消防安全課から24消防本部に発出

医療政策課から県内救急関連病院に発出
（4月29日）

※4月29日（木）中核病院オンライン会議で説明



③病院前救護体制

a.消防救急関係

ii）コロナ関係救急車不応需対策（CET)
消防安全課、医療政策課、疾病対策課、いばらき
消防指令センターで不応需対策に関して検討
（5月1日）
☆5月2日 コロナ関係救急車迷走対策ver.1を発出

運用：コンサルDr2名←5月7日まで

※５月8日以降は5月6日の中核病院オンライン会議
で検討

※感染拡大状況により、体制変更用Ver2,3用意済



③病院前救護体制

b.ドクターヘリ関係

i）北関東広域3県連合協定の停止
4月17日（金）栃木県より相互乗り入れ停止案の申し入れ
4月27日（月）栃木県との広域連携の一時休止（通知）発出

ii）緊急事態宣言下の茨城ヘリ出動基準変更
4月17日（金）水戸医療センター変更案を医療政策課、基地病院へ打診

（＊運航会社の機長、整備士は非医療従事者）
現在、水戸医療センター案で暫定運用中

・原則、転院搬送には使用しない
・コロナ疑い患者はヘリ搬送せず、医療介入後陸送

など


